
地域に合ったより良い公共交通の
未来に向けて、今から議論をしっかりと、

着実に重ねよう。

活発で良い議論が
できる会議のために。

地域公共交通について

国土交通省 中部運輸局



参加している人はどんな人たちで、どんな立場で参加しているのでしょうか？

座長

交通事業者

学識経験者

運転者団体

道路管理者

公安委員会・警察

都道府県の交通政策担当者

運輸局

●	議事の進行
●	話しやすい雰囲気づくり、会議の活性化
●	�議題によっては、事務局や関係の強い委

員に発言を促す

●	交通やそれに関連する分野の
　有識者としてアドバイス 

●	�労働条件及び労働環境の観
点で助言

●	運行の実情を伝える

●	道路管理上の観点から助言

●	交通保安上の観点から助言

●	市町村の境界を越えた、広域
　的な視点で助言

●	地域の公共交通のあり方に
　ついて助言

●	公共交通運行の当事者
●	ノウハウを活かした企画提案

入り口が狭いので、回り道を
すれば入るのは可能だと思い
ます。

事前に確認したところ、
道路幅は問題ありません。

商業施設のバス停の位置につ
いては、現場の確認が必要
です。

A市でも同じような課題があり、
調整して乗り入れができました。
参考にしてください。

商業施設への乗り入れは、延伸
になるので国への申請が必要で
すね。

会議の参加者とその役割

住民代表

●	�日頃から感じている、利用するうえでの
課題、困ったことを伝える

●	�地域の視点から、公共交通に関する課題
や、必要な取り組みを提案

利用している大型スーパー
最寄りのバス停が、店から
ちょっと遠いんです。買物
の後、重い荷物を持って移
動しなければいけないから、
スーパーの入口までバスが
入れるとうれしいなという
声があります。

事務局

●	会議の設計、運営
●	関係者との調整・連携
●	事業の実施状況の報告
●	必要な資料の 
　とりまとめ

商業施設の乗り入れは、
各専門分野のみなさん
と調整し、確認します。

日頃感じているご意見、
ありがとうございます。
利便性向上に向けた貴
重な意見かと思います。
乗り入れについて議論し
ましょう。

商業施設から、バス利
用者への割引券の発行
など、連携した取り組み
ができるとよいですね。

スーパーへの乗り入れにつ
いては、バスを小型化すれ
ば可能になりますが、反面、
乗れる人数が減りますので、
通勤・通学の際は乗れない
人が発生してしまいます。

市町村

●	市町村としての方針を提示
●	�地域の活性化やまちづくり 

等の立場から発言

スーパーへの乗り入
れに対する要望につ
いては、住民アンケー
ト等でもあがってきて
います。

事業の確実な
実施に向けた

調整

法律、制度など
専門的なことへの質問

解説・助言
改善に向けた

提案

身近な
影響への

質問

わかりやすい
説明

日頃から連携

専門的な立場
からの判断

みんなで話しやすい、場づくりをしましょう

※会議によっては、参加者が異なる場合があります。
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